
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和６年１０月１１日 

 令和６年度  

 第２号 

 福島県立ふたば支援学校 

 

 

７月３１日（水）に楢葉町保健福祉会館において、令和６年度地域支援センター特別支援教育研修会を行いま

した。県内及び双葉地区内の教育委員会・園・学校、保健福祉関係職員等から５１名が参加し、双葉地区だけで

はなく全国的な課題にもなっている「不登校」をテーマに、『あなたはあなたのままで大丈夫～不登校・ひきこもり

の親が幸せな理由～』の演題で、北上笑いのたねプロジェクト代表の後藤誠子様よりご講演をいただきました。保

護者として不登校ひきこもりの子どもに向き合い、それと同時に生きづらさを抱える人たちと地域をつなぐ活動をし

ており、親としての思い、子どもの思い、支援のあり方などについてお話いただきました。 

 実体験に基づく様々な講話を通して、不登校やひきこもりの 

親と子の両方の心の動きを知ることができ、当事者への支援 

だけでなく、家族支援の必要性を学ぶことができました。一方で 

「（当事者を支援者が）知ろうとして欲しい」「支援しすぎない支 

援」など支援する側としての心構えや向きあい方なども学ぶこと 

ができました。 

 

 

 

 

地域支援センター特別支援教育研修会について 

～☆☆双葉地域支援ネットワーク会議「中間報告」☆☆～ 
ふたば支援学校地域支援センター「さくら相談室」では、双葉地区の幼稚園・こども園、小中学校や義務教育学校、

高等学校の教員のネットワークづくりと学び合いを深めていきたいと考え、年３回の双葉地域支援ネットワーク会議を実

施しています。今年度は、『共に学ぶ教育』を共通のテーマとし、一人一人の教育的ニーズの整理や自立活動の指導と

の関連を図りながら、日々の実践を踏まえた学び合いを通して、各校の指導支援や支援体制の充実につなげるようにし

ていきたいと考えています。 

６月１３日（木）に実施した第１回の会議では、各校の自立活動の指導の取組において課題と感じていることなどを

共有し、課題解決に向けたグループ協議を行いました。具体的なアイディア等を出し合い、活発な話し合いが行われま

した。そして、９月２７日（金）に実施した第２回の会議では、広野町立広野小学校を会場に、自閉症・情緒障害特別支

援学級の自立活動「ピザパーティーをしよう」の授業参観、研究協議を行いました。研究協議では、児童一人一人につ

けたい力、そのための題材設定、指導内容、手立てなどについて「よかったところ」「新たな考え」の観点で様々な意見

が出されました。授業参観、研究協議を通して、今後に活かせるアイディアもたくさん得ることができたのではないかと

思います。第３回の会議は１２月１３日（水）富岡町文化交流センター「学びの森」で開催予定です。今年度の取組の成

果と課題を共有し、次年度の取組につなげることができるようにしていきたいと思います。 

 最後に、今回、授業及び会場をご提供いただいた広野小学校の校長先生をはじめ、諸先生方に、深く感謝申し

上げます。 

 

第１回双葉地域支援ネットワーク会議 

 

第２回双葉地域支援ネットワーク会議 

 



◇アクセス◇ 
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子どもたちの自立と社会参加に向けて、切れ目

のない支援を一緒に考えていきましょう。 

お気軽にご相談ください。 

ふたば支援学校のホームページを
ぜひご覧ください！ 
https://futaba-sh.fcs.ed.jp/ 

詳しくは、ふたば支援学校教頭又は特別支援教育コーディネーターまでお問い合わせください。 
 
【受付時間】平日 9：00～16：00 （土日祝日、年末年始は休み） 

～お知らせ～ 

 令和７年1月に、楢葉町(旧楢葉北小学校跡

地)への移転を予定しています。「地域と共に

ある、地域と共に学ぶ特別支援学校」を目指

して、双葉地区での移転再開に向けて、準備を

進めています。 

◇アクセス◇ 

国道６号 

マルト 

草野店 

平校 
 

セブン 

イレブン 

 

本校 

 

母子訓錬 
センター 

草野駅 

 

 小学部 中学部・高等部 

「ふくしまの誰一人取り残さない教育」をめざして     

双葉地区支援員 曽川 孝規 

今年度より、双葉地区支援員として勤務することになりました。「特別な配慮が必要な児童生徒が、必要な支援

をつなぐことで学びやすく、過ごしやすい、そして、卒業後も暮らしやすい環境の整備を進めること」が主な目的で

す。ふたば支援学校の地域支援センターが、児童生徒にとって、地域づくりにとって、身近な相談機関になることを

めざして、こども園や学校、関係機関に訪問させていただきますので、よろしくお願いします。 

さて、今年度「個別の教育支援計画の作成と活用」というテーマで、浪江にじいろこども園の研修会に招かれ、

一緒に子供たちの支援について考えました。グループでの支援計画の作成を通して、自分たちのこれまで取り組

んできた指導支援について整理し、子どもの教育的ニーズと、子どもが必要とする特別な指導内容について検証

しました。保育士さんの子供の見方やかかわり方の丁寧さに私自身も多くを学んだ研修会でした。研修後、「全員

で共有化を図られたことがよかった。」という感想が多くありました。一人で少し不安だった支援が、全体で取り組

む安心や自信につながる支援に変わる瞬間に立ち会うことができました。支援者全員が学び合える研修、そして、

様々な関係者を巻き込んだ「「チーム学校」としての研修に、ぜひ、本センターを活用してください。  

浪江にじいろこども園研修会の一コマ 


